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[はじめにはじめにはじめにはじめに] ガソリン車には白金族元素（Pt, Pd, Rh）を担持した触媒が搭
載されている。本研究の目的は実用環境を模擬したモデルガス雰囲気中

で実用触媒を XAFS 測定し、白金族元素の状態と触媒の浄化率の間で対
応を見出すことである。これにより白金族元素の使用量低減に関するア

イデアが得られると期待した。最も担持濃度の高い Pdについて実験した。 
[実験実験実験実験] 実験は PF-AR NW10Aにて実施した。触媒試料（Pd 3.2wt%を担持
した Ce-Zr系酸化物とアルミナの混合物）の温度を制御し、やや酸素過剰
なモデルガス(NO：1600ppm, プロピレン：720ppm, CO：0.84vol%, O2：

0.88vol%, 窒素希釈)をフローして透過法で Pd K-edgeを in-situ測定した。 
[結果結果結果結果] 得た XANES は Pd 箔と酸化 Pd の XANES の線形和で良く再現で
きた。このうち Pd箔の寄与を図 1の上に示す（Linear Combination Fitting）。
また別途測定したモデルガス浄化率を図 1の下に示す。 
[考察考察考察考察] 約 200℃を超えると、
酸素過剰な雰囲気であるに

もかかわらずPdが還元した。
約 200℃はモデルガス浄化率
が立ち上がる温度である。酸

化 Pd の酸素が CO やプロピ
レンの酸化反応に消費され、

Pdが還元したと考えられる。 
 約 310℃を超えると Pd は
酸化した。このとき NOx 浄
化率が低下したことから、Pd
が酸化すると NOx 浄化性能
が低下すると示唆された。言

い換えると金属状態の Pd が
NOx 浄化に有効であると示
す結果である。 
 本発表では酸素不足雰囲

気で測定した結果も示す。 
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図 1. 酸素過剰雰囲気における実験結果. 

Pd K-edge XANESの LCF解析結果(上). 

及び当該雰囲気のモデルガス浄化率(下). 


